
 

 

 

選考用所得計算書 
（源泉徴収票の写しまたは所得証明書と一緒に提出してください。） 

                                 内を記入してください。 
 
 
 
   同一世帯員（同一家計を営む世帯）所得表 

氏   名 続 柄 年 齢 職 業 住     所 年間所得金額(円) 控除額(円） 控除の理由 

        

        

        

        

        

        

        

    合     計 Ａ  Ｂ   

専 攻 系 名 申請者氏名 

Ａ − Ｂ 

 

きりとり
 

 
 



選考用所得計算書について 
下の例を参考にして記入してください。なお、控除額の欄は、次頁の控除額表により該当する控除額 

を記入してください。 
 

【選考用所得計算書記入例】 

選考用所得計算書 
（源泉徴収票の写しまたは所得証明書と一緒に提出してください。） 

        内を記入してください。 

 
 
 

同一世帯員（同一家計を営む世帯）所得表                ②      ③       ④ 

世帯員氏名 続柄 年齢 職 業 住      所 年間所得金額(円) 控除額（円） 控除の理由 
大分 一朗 父 50 会社員 大分市丹野秋1990 4,300,000    
   花子 母 48 な し 〃 0    
   二郎 兄 20 会社員 〃 1,800,000     
   良子 妹 17 高校生 〃  330,000  私立○高校 
   四郎 弟 14 中学生 〃  170,000  市立○○中学 

        
        
    合   計 Ａ 6,100,000  Ｂ 500,000    ⑥ 

  ①              ⑤                           
⑦ 

 
①  世帯員氏名の欄には本人を除く同一世帯（同一家計を営む世帯）に属する者の氏名を記入してく

ださい。また、年齢及び職業の欄は、令和7年４月現在のもの（予定を含む）を記入してください。 
② 年間所得金額の欄には、所得のある全世帯員について最新の年次の所得額（給与所得者の場合は、

源泉徴収票等にいう「給与所得控除後の金額」等）を記入してください。なお、給与所得以外の所得
がある場合、給与所得と同一年次の証明書の発行を受けることができない場合がありますが、その場
合はその前年の証明書による収入額を記入してください。 

②  控除額の欄には、控除額一覧表(４ぺ一ジ)を参照して、控除額を記入してください。 
控除について該当する理由が２つ以上ある場合にはそれぞれの控除額の合計額を記入し、控除の理

由欄にそれぞれの番号を記入してください。また、就学者がいる場合は令和7年４月現在の学校名（予
定を含む）を国・公立か私立かわかるように記入してください。 

④ 世帯員（幼児、就学者を除く）のうち所得が無い者については０と記入した上で、市町村の発行す
る所得証明書又は民生委員が発行した無収入の証明書を添付してください。 

⑤ Ａの欄には年間所得金額欄の合計金額（円）を記入してください。 
記入例では、4,300,000＋1,800,000＝6,100,000となりますから6,100,000と記入します。 

⑥ Ｂの欄には控除額欄の合計金額（円）を記入してください。 
記入例では、330,000＋170,000＝500,000となりますから500,000と記入します。 

⑦ この欄にはＡ欄の金額−Ｂ欄の金額を記入してください。 
上記の例では、6,100,000−500,000＝5,600,000となりますから5,600,000と記入します。 
 

専 攻 系 名 電 気・電 子 シ ス テ ム 系 

申 請 者 氏 名 大   分   三   郎 

A－B 5,600,000 



控除額一覧表 

特 別 の 事 情 特 別 控 除 額 

Ａ 
 

世 

帯 

を 

対 

象 

と 

す 

る 

控 

除 

(1) 母子・父子世帯であること  ４９０，０００円 

(2) 就学者のいる世帯であるこ

と 

小学校児童１人につき  ９０，０００円 

中学校生徒１人につき  １７０，０００円 

国・公立高等学校生徒１人につき 

 

(自宅通学) 

(自宅外通学) 

１９０，０００円 

４１０，０００円 

私立高等学校生徒１人につき 

 

(自宅通学) 

(自宅外通学) 

３３０，０００円 

５４０，０００円 

国・公立高等専門学校１～３年次学生 1 人に

つき 

(自宅通学) 

(自宅外通学) 

２８０，０００円 

５００，０００円 

国・公立高等専門学校４～５年次学生 1 人に

つき 

(自宅通学) 

(自宅外通学) 

４００，０００円 

６２０，０００円 

私立高等専門学校１～３年次学生１人につき 
(自宅通学) 

(自宅外通学) 

５４０，０００円 

７６０，０００円 

私立高等専門学校４～５年次学生１人につき 
(自宅通学) 

(自宅外通学) 

６６０，０００円 

８８０，０００円 

国・公立専修学校高等課程学生１人につき 

 

(自宅通学) 

(自宅外通学) 

７０，０００円 

１８０，０００円 

国・公立専修学校専門課程学生１人につき 

 

(自宅通学) 

(自宅外通学) 

２５０，０００円 

７１０，０００円 

私立専修学校高等課程学生１人につき 

 

(自宅通学) 

(自宅外通学) 

２９０，０００円 

３９０，０００円 

私立専修学校専門課程学生１人につき 

 

(自宅通学) 

(自宅外通学) 

７９０，０００円 

１，２３０，０００円 

普通課程の普通職業訓練生 
(自宅通校) 

(自宅外通校) 

３６０，０００円 

５５０，０００円 

高度職業訓練生１人につき 

 

(自宅通校) 

(自宅外通校) 

５００，０００円 

９３０，０００円 

指導員養成訓練を受ける者１人につき 

 

(自宅通校) 

(自宅外通校) 

５６０，０００円 

９９０，０００円 

国・公立大学生１人につき 

（大学院生・短大生含む） 

(自宅通学) 

(自宅外通学) 

６７０，０００円 

１，１６０，０００円 

私立大学生１人につき 

（大学院生・短大生含む） 

(自宅通学) 

(自宅外通学) 

１，１１０，０００円 

１，５９０，０００円 

(3) 障害者のいる世帯であるこ

と 
障害者１人につき ９９０，０００円 

 (4) 長期療養者のいる世帯で
あること 

療養のため経常的に特別な支出をしている金額。ただし、年間金額を限度とする。 

(5) 主たる家計支持者が別居
している世帯であること 別居のため特別に支出している年間金額。ただし、７１０，０００円を限度とする。 

 

(6) 火災・風水害・盗難等の被
害を受けた世帯であること 

日常生活を営むために必要な資材あるいは生活費を得るための基本的な生産手段（田・

畑・店舗など）に被害があって、将来長期にわたって支出増または収入減となると認められ

る年間金額。 

備考 １ 上記『②就学者のいる世帯であること』による控除は、就学者の中に申請者本人分は含めません。 
２ 火災、風水害、盗難等の被害を受けた世帯の場合は、市町村長又は警察署長の証明書を添付のこと。 


